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事例1のイメージ本来外す部位
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◆報告された7件の事例のうち6件は、患者が座位の状態で中心静脈ラインの接続を外した事例です。

接続を外した目的 件数

更衣 ２

２

1

ヘパリンロック

輸液ラインの取り外し 2

採血

大気に開放される状態で中心静脈ラインの接続を外したことにより、血管内に空気
が流入した事例が7件報告されています（集計期間：２０１３年１月１日～２０１７年
7月31日）。この情報は、第４３回報告書「個別のテーマの検討状況」（P133）で
取り上げた内容をもとに作成しました。

大気に開放される状態で中心静脈ラインの接続
を外したことにより、血管内に空気が流入し、
患者に影響があった事例が報告されています。

中心静脈ラインの
開放による空気塞栓症

閉鎖式の
コネクタ
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページに掲載されている報告書および年報をご覧ください。
　http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

中心静脈ラインの開放による空気塞栓症
事 例 1 

看護師は患者が座位の状態で更衣を介助した。その際、閉鎖式のコネクタと輸液
ラインの接続が外れなかったため、中心静脈カテーテルのクランプを閉じないまま
閉鎖式のコネクタを外した。中心静脈カテーテルが大気に開放され、空気が流入し
空気塞栓による脳梗塞を起こした。

事 例 2 
看護師は中心静脈カテーテルのヘパリンロックを実施する際、中心静脈カテーテル
に閉鎖式のコネクタが付いていると思い込み輸液ラインを外したところ、実際に
は閉鎖式のコネクタは付いておらず、中心静脈カテーテルが大気に開放された。
患者は顔面蒼白となり、ベッド上に倒れた。頭部ＣＴを撮影したところ、空気塞栓が
疑われた。
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事例が発生した医療機関の取り組み

・閉鎖式のコネクタを使用しない場合、中心静脈カテーテルの
クランプを閉じないまま接続を外すと、大気に開放され血管
内に空気が流入する危険性があることを院内で周知する。
・中心静脈ラインの接続を外す際、閉鎖式のコネクタが付い
ていることやクランプが閉じていることにより患者側の

　ラインが閉鎖されているか確認する。


